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～　一宮小学校卒業式　～
卒業おめでとう！



いちのみや　議会だより　第 195号いちのみや　議会だより　第 195号令和７年度予算 令和7年度予算を可決

■特別会計・事業会計の状況

会　計　名 予算額 増減率（%）

国民健康保険事業特別会計 13億6,040万円 ▲8

介 護 保 険 特 別 会 計 11億528万円 0.9

後期高齢者医療特別会計 2億1,722万円 2.1

農業集落排水事業会計 7億6,324万円 103.1

自
主
財
源

依

存

財

源

歳　入
60億

5,000万円

歳　出
60億

5,000万円

町税（25.8％）
15億6,163万円
町に納められた税金

町税（25.8％）
15億6,163万円
町に納められた税金

総務費（17.2％）
10億4,256万円
一般管理事務や
庁舎管理費など

総務費（17.2％）
10億4,256万円
一般管理事務や
庁舎管理費など

その他（1.6％）
9,499万円
議会費8,498万円など

その他（1.6％）
9,499万円
議会費8,498万円など

商工費（2.6％）
1億5,984万円
商工振興、観光など

商工費（2.6％）
1億5,984万円
商工振興、観光など

農林水産業費（3.7％）
2億2,084万円
農業や林業など

農林水産業費（3.7％）
2億2,084万円
農業や林業など

公債費（5.3％）
3億2,000万円
借入金の返済

公債費（5.3％）
3億2,000万円
借入金の返済

諸支出金（6.6％）
3億9,875万円
特別会計への
繰出金など

諸支出金（6.6％）
3億9,875万円
特別会計への
繰出金など

消防費（7.4％）
4億4,730万円
消防署や消防団等に要する経費など

消防費（7.4％）
4億4,730万円
消防署や消防団等に要する経費など

民生費（25.4％）
15億3,725万円
社会福祉や
子育て支援など

民生費（25.4％）
15億3,725万円
社会福祉や
子育て支援など

土木費（11.7％）
7億1,043万円
道路補修や
排水整備など

土木費（11.7％）
7億1,043万円
道路補修や
排水整備など

教育費（9.3％）
5億6.389万円
小中学校や公民館など

教育費（9.3％）
5億6.389万円
小中学校や公民館など

衛生費（9.2％）
5億5,415万円
保健事業や環境衛生事業など

衛生費（9.2％）
5億5,415万円
保健事業や環境衛生事業など

その他（2.5％）
1億5,248万円
地方譲与税など

その他（2.5％）
1億5,248万円
地方譲与税など

地方交付税（21.5％）
13億円
国の税金からの配分

地方交付税（21.5％）
13億円
国の税金からの配分

繰入金（6.4％）
3億8,575万円
ふるさと応援基金繰入金など

繰入金（6.4％）
3億8,575万円
ふるさと応援基金繰入金など

寄附金（3.5％）
2億1,142万円
ふるさと応援寄附金
など

寄附金（3.5％）
2億1,142万円
ふるさと応援寄附金
など

その他（3.8％）
2億3,249万円
使用料及び手数料など

その他（3.8％）
2億3,249万円
使用料及び手数料など

繰越金（0.9％）
5,000万円
前年度からの繰越

繰越金（0.9％）
5,000万円
前年度からの繰越

国庫支出金
（15.6％）
9億4,179万円
国からの補助金

国庫支出金
（15.6％）
9億4,179万円
国からの補助金

県支出金
（8.2％）
4億9,714万円
県からの補助金

県支出金
（8.2％）
4億9,714万円
県からの補助金

町債（6.7％）
4億730万円
町の借金

町債（6.7％）
4億730万円
町の借金

地方消費税交付金
（5.1％）
3億1,000万円
地方消費税のうち
分配される交付金

地方消費税交付金
（5.1％）
3億1,000万円
地方消費税のうち
分配される交付金

※（　）内は構成比

依存財源…国や県から交付される
　　　　　お金のこと
自主財源…町が自ら集める事が
　　　　　できるお金のこと

　一般会計の総額は60億5,000万円で、令和６年度に比べて9億4,400万円（18.5％）の増加となりました。

新年度予算については、各常任委員会で審査を行い、本会議で委員長報告の後、討論・採決の上、各会

計とも可決されました。

60億5,000万円の予算を可決（一般会計）60億5,000万円の予算を可決（一般会計）
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依存財源…国や県から交付される
　　　　　お金のこと
自主財源…町が自ら集める事が
　　　　　できるお金のこと

福祉タクシー利用助成金� 502万8千円

　新たに80歳以上で自動車運転免許証がない方

も対象とし、福祉タクシーの利用料を助成する。

東浪見小学校　

屋内運動場周辺舗装整備事業� 418万円

　屋内運動場周辺は砂利敷きで、雨天時には水

がたまり歩きづらい状況であるため、舗装工事

を行う。

空き家等対策計画策定委託料� 756万8千円

　町の空き家対策に向けて、空き家等対策計画

を策定する。

令和７年度

新規事業をチェック

第２子以降学校給食費無償化事業

（小中学校）� 1,699万7千円

　多子世帯における経済的負担の軽減を図るこ

とを目的とし、令和５年度から第３子以降学校

給食費無償化を実施している。これを第２子以

降に拡充する。

収蔵品管理システム導入委託事業� 89万6千円

　町が所蔵する歴史資料は約１万点ある。

管理システムを導入し、資料の適正管理やデジ

タルミュージアムと

しての公開、文化財

の普及啓発をする。

産地パワーアップ事業� 1,963万9千円

　産地パワーアップ計画に基づき、農業者等に

対し、機器導入や施設整備等の費用を助成する。

一宮海水浴場駐車場舗装整備事業� 4,840万円

　利用者の利便性向上や観光地の魅力向上を図

るため、一宮海水浴場駐車場を舗装し整備する。

急傾斜地崩落対策事業� 1億5,000万円

　ＧＳＳセンターが土砂災害特別警戒区域にあ

るため、裏山斜面の工事を実施し、安全を確保

する。

防災行政無線屋外子局電源増設事業

� 2,043万6千円

　屋外子局にソーラー式

パネルを設置し、災害時

に長期の停電が発生した

場合でも対応できるよう

にする。

ＧＩＧＡスクール構想第２期事業

（小中学校）� 1億852万円

　導入から５年が

経過するタブレッ

ト端末の購入や機

器設定等の環境整

備を行う。

（2）（3） 2025年4月16日　千葉県一宮町2025年4月16日　千葉県一宮町



いちのみや　議会だより　第 195号いちのみや　議会だより　第 195号予算討論 委員会での予算審議
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を
実
施
す
る

の
か
。

答�　
松
潟
支
部
で
は
、
宮
原
踏
切
地
先

の
松
潟
用
水
路
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
工

事
を
実
施
す
る
。
茂
原
支
部
で
は
、
宮

原
の
町
道
１
０
４
５
号
線
沿
い
の
用

排
水
路
法
面
補
修
工
事
を
実
施
す
る
。

一
般
会
計

問�　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
利

用
料
が
上
が
る
。
保
護
者
・
事
業
者
・

町
で
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
た
か
。

答�　
保
護
者
・
支
援
員
・
事
業
者
に
よ

る
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
協
議
し

た
。
20
年
間
料
金
を
改
定
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
近
隣
市
町
村
と
比
較
し

低
価
格
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
期

休
暇
及
び
土
曜
日
の
価
格
統
一
を
図

り
、
見
直
す
決
定
を
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

問　
加
入
者
が
減
る
中
で
、
来
年
度
は
基

金
を
繰
り
入
れ
る
。
税
率
の
考
え
は
。

答　
国
保
の
統
一
化
を
見
据
え
、
基
金
を

活
用
し
、
税
率
は
据
え
置
く
考
え
で
あ
る
。

問�　
森
林
環
境
整
備
委
託
の
事
業
内
容
は
。

答�　
市
川
市
と
協
定
を
締
結
し
、
憩
い

の
森
等
の
森
林
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

令
和
７
年
度
は
木
材
加
工
と
小
学
生

を
対
象
と
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
る
。

委
員
会
か
ら
の
要
望
事
項

１
．
町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
方
法
に
改
善
の

余
地
が
あ
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

新
た
な
ツ
ー
ル
の
活
用
を
含
め
、
広
報
力

の
強
化
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

２
．
上
総
一
ノ
宮
駅
南
側
の
踏
切
拡
幅
に

つ
い
て
、
県
と
Ｊ
Ｒ
で
協
議
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
改
良
整
備
の
進
展
が

見
え
ず
、
引
き
続
き
県
に
要
望
さ
れ
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

問�　
介
護
予
防
事
業
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。
回
数
を
増
や
す
等
、
多
く

の
住
民
が
参
加
で
き
る
と
良
い
と
考

え
る
。
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、
予

算
な
ど
制
約
は
あ
る
か
。

答�　
予
防
事
業
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
東
浪
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
で
５
種
類
の
教
室
を
実
施
し
て
い

る
。
会
場
確
保
が
難
し
い
場
合
も
あ

る
が
、
地
区
集
会
所
で
も
活
動
し
て

お
り
、
今
後
も
、
自
宅
近
く
で
開
催

で
き
る
教
室
を
更
に
検
討
し
て
い
く
。

委
員
会
か
ら
の
要
望
事
項

１
．
学
校
支
援
事
業
に
つ
い
て
、各
学
校
の

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
を
求
め
る
。

２
．
町
内
各
学
校
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

一
宮
小
学
校
教
職
員
の
駐
車
場
を
確
保
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

総
務
経
済

厚
生
文
教

　

常
任
委
員
会
で
予
算
を
審
議

各
委
員
会
で
の
質
疑
・
回
答
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

国民健康保険事業特別会計（議案第16号）

反対　秌場博敏　議員

　国保加入世帯の可処分所得は、生活保護世帯

より低い状況であり、一刻も早い改善が求めら

れる。保険税を協会けんぽ並に下げるべきであ

る。保険税引き下げ実現のため、国・県への運

動と一般会計・地方消費税交付金を活用した繰

入れを求め、反対する。

反対　鵜沢一男　議員

　今後も被保険者が減少し、来年度以降も財源

が足りないのは明らかである。税率を上げず、

足りない分は財政調整基金を繰り入れるが、税

の健全なあり方から考えると容認できない。ま

た、財政調整基金は感染症の大流行など不測の

事態の時に使うものである。さらに国保が県下

統一化された後に、基金が集約されるのか等が

見極められない今の段階で、安易に基金を活用

すべきではない。町の国保の健全化を求め、反

対する。

賛成　藤井幸恵　議員

　被保険者の減少等から、財政運営は大変厳し

い状況である。物価上昇の中で、令和７年度は

財政調整基金を取り崩し、保険税を据え置きと

している。また、生活習慣病の予防と早期発見

を目的とした取組など、医療費の削減に努める

予算となっている。本予算は適正なものと判断

し、賛成する。

後期高齢者医療特別会計（議案第18号）

反対　秌場博敏　議員

　本会計は、年齢で囲い込む制度の上、国費負

担は一定の割合でしかない。さらに、年々医療

費が増加傾向であり、保険料アップに影響して

いる。町会計は、保険料を決定している県広域

連合と一体と考えるべきである。県広域連合議

会議員として見ると、この運営の仕方には様々

な点から住民目線が感じられない。住民の声が

届く制度になるよう改善を求め、反対する。

賛成　袴田忍　議員

　社会全体で高齢者の医療費を支え合うための

制度である。千葉県後期高齢者医療広域連合へ

の納付金や窓口業務に関する経費など健全な運

営を維持するための予算であり、適正と判断し

賛成する。

一般会計予算（議案第15号）

反対　秌場博敏　議員

　物価高騰が続く中で、本予算に求められるの

は、町民救済予算である。第２子以降学校給食

費無償化など一定の民意反映はあるが、不十分

である。地方消費税交付金を活用した国保や介

護保険会計への繰り出しを行い、税負担の軽減

措置を図るべきである。更なる改善を求め、反

対する。

反対　小林正満　議員

　ＧＳＳセンター裏山は、建設以来土砂崩れな

どの事故はないが、令和２年に土砂災害特別警

戒区域に指定され、来年度に裏山法面の勾配を

緩くする工事が施行予定である。しかし、平ら

に掘削した場合には、広大な町有地ができ、様々

な使い道ができる。この事業はいったん止めて

良く考えるべきではないか。町民のために、無

駄のないアイディアが出る事を求め、反対する。

賛成　小安博之　議員

　各種事業の実施には、国県補助金や基金の有

効活用など、財源確保に向けた努力が伺える。

また、子育て世帯への経済的支援を目的とした

事業など、健やかな暮らしづくりの実現に向け

た内容となっている。限られた財源の中、効果

的に事業の拡充を図った予算であり、賛成する。

介護保険特別会計予算（議案第17号）

反対　秌場博敏　議員

　本会計は、介護事業者も利用者も状況悪化の

深刻化が進んでいる。それぞれの問題解決には、

国への制度改善要求、待機者を生まない施設建

設計画、一般会計からの繰り入れで保険料を引

き下げるなど更なる改善を求め、反対する。

賛成　藤井幸恵　議員

　高齢化率が増加する中で、保険給付費は第９

期介護保険事業計画の推計値より抑制されてい

る。これは、町が精力的に実施しているけんこ

う運動教室など高齢者福祉施策の効果である。

高齢者が住み慣れた地域で健康に安心して暮ら

せることを目的とした適正な予算であり、賛成

する。

予　算　討　論

（5） 2025年4月16日　千葉県一宮町 （4）2025年4月16日　千葉県一宮町
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※議長は採決に加わりません。

議案
番号

上程された議案・概要
（議案名は一部省略してます。）

議席
番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議
長

議決
結果

篠
瀨　

寛
樹

宇
佐
美
信
幸

藤
井　

幸
恵

川
城　

茂
樹

大
橋　

照
雄

小
林　

正
満

鵜
沢　

清
永

鵜
沢　

一
男

小
安　

博
之

吉
野　

繁
徳

森　
　

佐
衛

秌
場　

博
敏

袴
田　
　

忍

小
関　

義
明

請　願
第１号

多発する迷惑行為に対する実効ある対策を求める請願
� 【※詳細はＰ８】

不採択 × × × × 〇 × 欠 × × × × × × －

議　案
第１号

一宮町犯罪被害者等支援条例
…誰もが犯罪の被害にあう可能性があるなかで、町民等が安
心して暮らすことのできる地域社会の実現のために制定する
もの。� 【※詳細はＰ８】

可決 × × 〇 〇 〇 × 欠 × × 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第２号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例
…刑法等が改正され、懲役及び禁錮を廃止し拘禁刑が創設さ
れたことに伴い、語句の改正を行うもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第３号

一宮町一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
…人事院勧告及び千葉県人事委員会勧告の給与改定に準じ
て、給料表を平均4.1％、期末勤勉手当の支給月数を年間0.1
月引き上げるもの。また、地域手当及び扶養手当の見直しを
踏まえ、所要の改正を行うもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第４号

一宮町個人番号の利用等に関する条例及び一宮町税条例の一
部を改正する条例
…関係法令が改正されたことに伴い、所要の規定の整備をす
るもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第５号

一宮町事務分掌条例の一部を改正する条例
…役場組織を改編するため、企画広報課が企画課に名称が変
わるもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第６号
第７号

一宮町職員の勤務時間、 休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例（第6号）
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（第7号）

…育児・介護休業法の改正等を踏まえ、所定外労働の対象と
なる職員の範囲を小学校就学前の子まで拡大するとともに、
介護休暇を取得しやすい勤務環境を整備するため、条例を改
正するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第８号

一宮町の特別職に在る者の常勤の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例
…町長等の常勤特別職の期末手当の支給月数を0.1月引き上
げ、年間で4.5月を4.6月に見直すもの。� 【※詳細はＰ８】

可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議　案
第９号

町道路線の認定
…宅地開発事業に伴い寄附された開発道路を新たに認定する
もの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第10号

令和６年度一般会計補正予算 （第６次）
…歳入歳出それぞれ2億2,098万2千円を追加し、予算総額を
57億9,168万2千円とするもの。（低所得者世帯支援金給付事
業5,275万3千円など）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第11号

令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算 （第４次）
…歳入歳出それぞれ1億366万4千円を減額し、予算総額を13
億8,094万7千円とするもの。（各事業の決算見込による精算）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第12号

令和６年度介護保険特別会計補正予算 （第３次）
…歳入歳出それぞれ107万3千円を追加し、予算総額を11億
877万6千円とするもの。（各事業の決算見込による精算、介
護給付費準備基金の積立）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第13号

令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算 （第１次）
…歳入歳出それぞれ221万2千円を追加し、予算総額を2億
1,498万3千円とするもの。（各事業の決算見込による精算、
広域連合納付金の増）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案
番号

上程された議案・概要
（議案名は一部省略してます。）

議席
番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議
長

議決
結果

篠
瀨　

寛
樹

宇
佐
美
信
幸

藤
井　

幸
恵

川
城　

茂
樹

大
橋　

照
雄

小
林　

正
満

鵜
沢　

清
永

鵜
沢　

一
男

小
安　

博
之

吉
野　

繁
徳

森　
　

佐
衛

秌
場　

博
敏

袴
田　
　

忍

小
関　

義
明

議　案
第14号

令和６年度農業集落排水事業会計補正予算 （第４次）
…収益的収支の収入を300万円を減額し1億6,133万2千円と
し、支出を543万5千円追加し、1億5,218万7千円とする。
　資本的収支の収入を971万2千円を追加し、2億3,666万3千
円とし、支出を969万5千円を追加し、2億3,964万4千円とす
るもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第15号

令和７年度一般会計予算議定
� 【※詳細はＰ２へ】

可決 〇 〇 〇 〇 × × 欠 × 〇 〇 〇 × 〇 －

議　案
第16号

令和７年度国民健康保険事業特別会計予算議定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 欠 × 〇 〇 〇 × 〇 －

議　案
第17号

令和７年度介護保険特別会計予算議定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議　案
第18号

令和７年度後期高齢者医療特別会計予算議定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議　案
第19号

令和７年度農業集落排水事業会計予算議定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第20号

令和６年度一般会計補正予算 （第７次）
…歳入歳出それぞれ155万1千円を追加し、予算総額を57億
9,323万3千円とするもの。（一宮小学校の給食備品購入）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

同意案
第１号

一宮町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
ること
…酒井芳人氏の選任につき、議会の同意を求めるもの。

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議案
第１号

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例
…議会議員の期末手当の支給率を0.1月引き上げ、年間4.5月
を4.6月に見直すもの。

可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

発議案
第２号

一宮町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する
条例
…関係法令が改正されたことに伴い、所要の規定の整備をす
るもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議案
第３号

一宮町議会委員会条例の一部を改正する条例
…町の事務分掌条例が改正されたことに伴い、所要の規定を
整備するもの。

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

1月

６日 新春賀詞交歓会

７日 第３回議会報編集委員会

１１日
第４支団表彰伝達式

長生郡市広域市町村圏組合消防出初式

１２日 令和７年一宮町成人式～２０歳の祝典～

２０日

例月出納検査

千葉県後期高齢者医療広域連合議会運営委員会

千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会

２８日 長生郡町村議会議長会視察研修（28日～ 29日）

30日 千葉県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会

３１日
新年度予算主要事業議員説明会

長生郡市広域市町村圏組合議会　議員全体説明会

２月

２日 節分厄除大祭

４日
長生郡市広域市町村圏組合議会運営委員会

長生郡市広域市町村圏組合議会第１回定例会（初日）

７日 長生郡市広域市町村圏組合議会常任委員会

９日 一宮町スポーツ協会アスリートオブザイヤー

１１日
長南町合併７０周年記念式典

白子町７０周年記念式典

１４日 生物文化多様性計画策定委員会

１７日 長生郡市議員会第２回地区交流会

１９日 一宮聖苑組合議会定例会

２０日 例月出納検査

２１日
千葉県町村議会議長会定例会

九十九里地域水道企業団理事会

２５日
長生郡市広域市町村圏組合議会常任委員会

長生郡市広域市町村圏組合議会第１回定例会（最終日）

２８日

議会運営委員会

議会議員全体会議

第１回議会報編集委員会

３月

４日 第１回定例議会 （初日）

５日 議会常任委員会

７日 第２回議会報編集委員会

１１日 一宮中学校卒業式

１３日 東浪見小学校卒業式

１４日 一宮小学校卒業式

１５日 一宮どろんこ保育園卒園式

１８日
議会常任委員会

第１回定例議会 （最終日）

１９日
東浪見子ども園卒園式

長生郡市広域市町村圏組合　保健センター運営委員会

２１日 例月出納検査

２４日
長生郡市広域市町村圏組合議会運営委員会

長生郡市広域市町村圏組合議会第１回臨時会

２５日

愛光保育園卒園式

いちのみや保育所修了式

第３回議会報編集委員会

２７日 長生農業協同組合　第４８回通常総代会

議長・議員が出席した主な行事（令和7年1月〜3月）
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いちのみや　議会だより　第 195号いちのみや　議会だより　第 195号一 般 質 問 3月定例会で決まったこと

藤
井
幸
恵　

議
員　

P9

①
世
界
サ
ー
フ
ィ
ン
保
護
区
に
つ
い
て

篠
瀨
寛
樹　

議
員　

P10

①
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
使
途
に
つ
い
て

②
今
後
の
民
生
委
員
に
つ
い
て

③
海
岸
周
辺
駐
車
場
の
運
営
に
つ
い
て

小
林
正
満　

議
員　

P11

①
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
裏
山
は
有
効
利
用
を

大
橋
照
雄　

議
員　

P12

①
「
減
災
」が
基
本
で
安
全
・
安
心
か

宇
佐
美
信
幸　

議
員　

P13

①�

サ
ー
フ
ィ
ン
保
護
区
申
請
に
向

け
た
進
め
方
に
つ
い
て

②�

高
齢
者
向
け
福
祉
タ
ク
シ
ー
運

賃
助
成
に
つ
い
て

③
一
宮
小
学
校
の
駐
車
場
所
に
つ
い
て

秌
場
博
敏　

議
員　

P14

①�

平
和
行
政
に
対
す
る
町
長
の
政

治
姿
勢
を
伺
う

②�

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
後
半
期
に
あ

た
っ
て
３
点
を
伺
う

袴
田
忍　

議
員　

P15

①
学
童
保
育
の
支
援
体
制
は
十
分
か

②
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て

ここが聞きたい 町の考えを問う
7人の議員が一般質問

一般質問は、町政全般に関する疑問や町の考えを問うものです。
※ここでは、質問と答弁を要約した内容で掲載しております。
　�詳細は、町のホームページから議会会議録（６月掲載予定） 
または録画中継でご覧いただけます。

犯罪被害者等支援条例を整備（議案第１号）

　誰もが犯罪の被害にあう可能性があるなか

で、町民等が安心して暮らすことのできる地域

社会の実現のために制定しました。

　傷害、殺人の犯罪被害者に対して、見舞金や

転居費用の助成を行います。

反対　鵜沢一男　議員

　本議案は、末端自治体が行う施策ではない。

国の制度がある以上、重ねて支援策を設ける必

要はないと考え、反対する。

多発する迷惑行為に対する実効ある対策を求め

る請願（請願第１号）� 紹介議員　大橋照雄

　紹介議員を介して、迷惑行為に対する請願が

提出されました。趣旨等の詳細は、下記のＱＲ

コードでご覧いただけます。

反対　篠瀨寛樹　議員

　質疑では法律にそった明確な回答がなかっ

た。また、迷惑防止条例は実効力がなく、基本

的人権を守る条例ではないとの解釈は受け入れ

られない。しかし、困っている町民を助けたい

という思いは同じであり、本条例がより住民生

活向上の一助となるよう町執行部、議会が連携

し取り組んでいく事を要望する。

反対　秌場博敏議員

　質問した中で明確な回答がなかったこと、ど

の法律に基づいて規制するか主張があいまいで

あることから、請願を採択するまでの理解に達

していない。主張を整理して理解が得られるよ

うに再度提出をお願いしたい。

討論とは・・・

　議会の会議において、議題に対して賛成か反

対か、自らの意見を表明し、その理由等を述べ

ること。

　討論が終結すると、議案等の賛否を決定する

採決となるため、討論は意見の違う議員を自ら

の意見に同調させるための最終的な機会となり

ます。

特別職の期末手当を引き上げ（議案第８号）

　一般職の給与改定に準じて、町長等の常勤特

別職の期末手当の支給月数を0.1月引き上げ、

年間で4.5月を4.6月に見直しました。

反対　秌場博敏　議員

　特別職には責任の重さが当然あり、多く手当

を支給することは当たり前という考えもある。

しかし、住民の暮らしが苦しい中で、据え置い

て姿勢を示すことも大事だと考え反対する。

賛成　袴田忍　議員

　特別職の期末手当等は一般職に準じて改正し

ている。特別職は行政の最終責任者であり、重

責を負う立場でもある。また、各種行事等、多

忙な身分であることから今回の改正はこれに見

合うものと判断する。

定例会で決まったこと
　令和７年第１回一宮町定例議会は、 ３月４日から１８日までの１５日間の会期

で開催されました。 町長の施政方針をはじめ、 一般質問は７名の議員が行い

ました。 また、 議案は条例の制定のほか、 ７年度予算、 発議案などがあり、

原案どおり可決しました。

　ここでは討論のあった議案等を紹介します。

問　

世
界
サ
ー
フ
ィ
ン
保
護
区

認
定
に
向
け
て
の
取
組
み
は
、

町
の
総
合
戦
略
と
し
て
最
上
位

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な

が
ら
な
か
な
か
実
績
を
出
せ
ず

に
い
た
が
、
住
民
協
働
に
よ
り

大
き
く
状
況
が
動
き
出
し
た
よ

う
に
思
う
。

　

そ
こ
で
以
下
の
事
を
伺
う
。

①　

進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

②　

住
民
協
働
の
難
し
さ
の
一

つ
に
、「
役
割
分
担
」
と
「
責

任
の
所
在
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

そ
の
見
解
は
。

企
画
広
報
課
長

①　

毎
月
１
回
有
志
の
皆
さ
ん

と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
、
意
見

交
換
や
情
報
交
換
を
行
い
な
が

ら
、
住
民
参
加
型
の
講
演
会
や

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

等
を
開
催
し
た
。
町
民
の
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
引
き
続

き
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

今
後
は
多
く
の
組
織
や
個
人
、

団
体
等
か
ら
推
薦
状
を
獲
得
し
、

申
請
は
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②　

住
民
と
行
政
が
対
等
な
立

場
で
協
力
し
て
進
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
互
い

に
補
い
合
う
こ
と
が
成
功
の
鍵
。

保
護
区
認
定
は
、
町
の
最
上
位

計
画
の
取
組
み
で
あ
り
、
責
任

の
所
在
は
町
に
あ
る
。

町
長　

保
護
区
認
定
が
、
住
民

と
行
政
が
共
に
歩
む
大
事
な
ト

ピ
ッ
ク
に
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
う
。
住
民
の
皆
様
が
主
人

公
で
あ
っ
て
、
行
政
が
支
え
る

と
い
う
住
民
協
働
の
も
と
進
ん

で
い
く
。

答 認定への理解を深め
� 住民協働で進んで行く

保護区認定

� 住民協働で前進を

藤
井
　
幸
恵 

議
員

議会の様子（録画）を公開
しています。

各議員のＱＲコードを読み
取ると、一般質問の動画を
ご覧いただけます。
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いちのみや　議会だより　第 195号いちのみや　議会だより　第 195号 一 般 質 問一 般 質 問

問　

Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
裏
山

は
、
危
険
性
が
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
長
年
放
置
し
て
い

た
。
し
か
し
、
令
和
７
年
度
こ

の
裏
山
の
崖
を
掘
削
し
、
勾
配

を
ゆ
る
く
す
る
工
事
が
施
行
予

定
と
聞
く
。
工
事
の
総
額
は
、

１
億
５
千
万
。
裏
山
か
ら
出
る

掘
削
残
土
は
、
行
き
場
が
な
い

た
め
、
一
時
的
に
仮
置
き
を
す

る
が
、
行
き
場
や
活
用
方
法
が

決
ま
る
ま
で
、
置
き
場
の
費
用

を
支
払
う
の
か
。

　

裏
山
は
、
思
い
切
っ
て
崖
条

例
が
ク
リ
ア
で
き
る
高
さ
ま
で

取
り
、
こ
の
町
有
地
を
有
効
に

使
う
考
え
は
な
い
か
。
平
ら
に

し
た
場
合
、
面
積
約
６
千
㎡
の

土
地
が
で
き
る
。
こ
れ
だ
け
の

町
有
地
が
で
き
れ
ば
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ

セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
不
足
も
解

消
で
き
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
発

着
所
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
中
央

公
民
館
、
一
宮
中
学
校
の
第
２

グ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
利
用
も
考

え
ら
れ
る
。

　

山
を
掘
削
す
る
と
残
土
が
多

く
出
て
、
多
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
平
ら
に
で
き
な
い
の

で
は
な
く
、
出
た
残
土
を
副
産

物
と
し
て
、
避
難
山
な
ど
有
効

に
利
用
し
て
は
ど
う
か
。
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

町
長　

Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
の
裏

山
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
に

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
昨
今
の

雨
や
台
風
の
激
甚
化
を
受
け
て
、

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
な
り
、

令
和
５
年
度
に
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
事
業
債
を
利
用
し
て
、

調
査
、
測
量
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
に
基
づ
き
、
今
年
度
は

設
計
に
着
手
し
、
来
年
度
に
は
、

掘
削
し
勾
配
を
緩
や
か
に
す
る

こ
と
で
、
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク

を
無
く
す
方
法
で
の
対
策
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
工
事

で
１
番
問
題
と
な
る
の
が
残
土

処
理
で
あ
る
。
今
回
予
定
し
て

い
る
工
事
で
さ
え
、
約
２
万
㎥

の
残
土
が
発
生
す
る
。
残
土
の

処
分
に
は
、
巨
額
の
費
用
が
か

か
る
た
め
、
今
回
は
隣
地
の
土

地
所
有
者
の
方
の
ご
厚
意
で
、

仮
置
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
残
土
を
使

用
す
る
公
共
事
業
や
、
避
難
山

の
築
造
も
な
い
。
今
後
、
残
土

を
有
効
に
活
用
で
き
る
大
型
公

共
工
事
等
の
進
捗
を
見
な
が
ら
、

処
理
方
法
、
時
機
を
関
係
機
関

と
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

答 土砂災害のリスク排除を優先

ＧＳＳセンター裏山は

� 有効利用を

小
林　

正
満 

議
員

問　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
使

途
は
６
つ
の
事
業
に
分
か
れ
て

お
り
、
そ
の
中
で
２
事
業
に
つ

い
て
、
以
下
の
点
を
伺
う
。

①　

「
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
推

進
事
業
」
の
残
高
約
２
億
５
千

万
円
は
、
「
釣
ヶ
崎
海
岸
付
近

へ
の
避
難
施
設
等
の
整
備
へ
充

て
る
」
と
の
事
だ
が
、
計
画
開

始
か
ら
４
年
以
上
経
過
し
て
い

る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
事
業
内

容
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
明
確

な
使
途
等
を
伺
う
。

②　

「
そ
の
他
町
長
が
必
要
と

認
め
る
事
業
」
の
残
高
約
２
億

円
は
、
「
公
共
施
設
整
備
事
業

資
金
へ
充
て
る
」
と
の
事
だ
が
、

イ
ン
フ
レ
や
建
設
費
の
高
騰
に

よ
り
、
時
間
が
経
つ
ほ
ど
金
額

内
で
で
き
る
こ
と
は
減
っ
て
い

く
。
早
め
の
決
断
・
実
行
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

総
務
課
長

①　

釣
ヶ
崎
海
岸
付
近
の
避
難

施
設
等
整
備
を
見
据
え
た
上
で
、

今
後
も
必
要
な
事
業
に
基
金
を

活
用
し
て
い
く
。

②　

今
後
の
公
共
施
設
整
備
事

業
を
メ
イ
ン
に
活
用
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
体
育
館

等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
な
ど
の

事
案
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
、
使
途
に
つ
い
て
は
十
分
に

検
討
し
、
活
用
す
る
。

問　

民
生
委
員
の
必
要
性
や
、

ど
の
よ
う
な
組
織
に
し
て
い
き

た
い
か
を
再
考
し
、
職
務
負
担

軽
減
の
た
め
の
業
務
改
善
が
今
、

必
要
だ
と
考
え
る
。

　

本
年
12
月
の
一
斉
改
選
に
向

け
て
、
後
任
探
し
に
苦
慮
し
て

い
る
現
職
の
方
と
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
良
く
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
一
斉
改
選
ま
で

の
期
間
は
、
改
善
の
一
番
の
機

会
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

問　

海
岸
周
辺
駐
車
場
の
運
営

に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
伺
う
。

①　

検
証
結
果
を
見
て
、
料
金

値
上
げ
期
間
を
延
長
し
て
も
良

い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

②　

魅
力
あ
る
海
岸
づ
く
り
基

金
は
、
海
岸
整
備
に
要
す
る
経

費
に
し
か
充
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
今
後
、
基
金
条
例
を
改

正
し
、
海
岸
広
場
や
臨
海
運
動

公
園
を
含
め
た
一
体
的
な
整
備

福
祉
健
康
課
長　

職
務
軽
減
に

向
け
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
福

祉
協
議
会
を
交
え
て
、
現
民
生

委
員
の
方
々
と
個
々
に
協
議
し

て
い
く
。
今
ま
で
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
職
務
負
担
軽
減
に
向
け

た
業
務
の
見
直
し
や
削
減
を
進

め
て
い
く
。

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

産
業
観
光
課
長　

①　

今
年
度
は
変
動
料
金
制
導

入
１
年
目
で
あ
る
。
引
き
続
き

デ
ー
タ
収
集
し
、
利
用
状
況
の

変
化
や
利
用
実
績
等
を
見
極
め

つ
つ
、
使
用
料
変
更
期
間
に
つ

い
て
、
検
討
す
る
。

②　

ま
ず
は
整
備
途
上
の
海
岸

整
備
に
基
金
を
活
用
す
る
。
海

岸
整
備
が
完
了
し
た
際
に
は
、

海
岸
部
一
体
と
し
て
の
整
備
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

※
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

・
空
き
家
実
態
調
査
と
固
定
資

産
税
の
今
後
に
つ
い
て

答 基金は必要な事業に有効活用

ふるさと応援基金の使途は
篠
瀨　

寛
樹 
議
員

民
生
委
員
の
業
務
改
善
を

海
岸
有
料
駐
車
場
収
入
に
よ
る
一
体
的
な
整
備
を

答 

職
務
負
担
軽
減
に
向
け
た
業
務
の
見
直
し
や
削
減
を
進
め
る

答 

魅
力
あ
る
海
岸
に
向
け
て
検
討
す
る

ＧＳＳセンター裏山　航空写真

議会中継を
　　　　　　　ご覧ください
次回の定例議会は6月17日（火）
午前9時からの予定です。
※傍聴も可能です。

録画中継
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答 まずはオンライン会議
� にて情報把握する

認定に向けた視察と

イメージ共有を

一 般 質 問一 般 質 問

問　

サ
ー
フ
ィ
ン
保
護
区
の
申

請
難
易
度
や
認
定
の
効
果
・
制

約
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

た
め
、
同
規
模
の
既
認
定
地
域

を
視
察
し
、
現
地
担
当
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
具
体
的

な
効
果
や
予
算
、
さ
ら
に
は
デ

メ
リ
ッ
ト
等
も
把
握
す
べ
き
と

考
え
る
。
そ
の
情
報
を
町
民
と

共
有
し
、
町
全
体
で
認
定
後
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
次
の
段
階

へ
進
む
べ
き
だ
。
現
地
訪
問
が

難
し
け
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
実
施
も
検
討
す
べ
き
で
あ

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

企
画
広
報
課
長　

有
志
メ
ン
バ

ー
と
共
に
、
申
請
に
必
要
な
住

民
参
加
型
講
演
会
を
展
開
中
。

ま
た
、
認
定
を
決
定
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
と
は
メ
ー
ル
で
申
請
に

関
す
る
や
り
取
り
を
進
め
て
い

る
。
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

を
通
じ
て
同
規
模
地
域
の
担
当

者
を
紹
介
い
た
だ
き
、
認
定
の

効
果
や
必
要
予
算
、
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
の
実
情
を
把
握
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
現
地
視
察
が
必

要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
実
施
を
検

討
す
る
。

問　

高
齢
者
向
け
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
運
賃
助
成
は
、
80
歳
以
上

の
免
許
自
主
返
納
者
を
対
象
に

年
間
上
限
２
万
４
千
円
と
し
て

い
る
が
、
長
生
郡
内
で
最
も
助

成
規
模
が
小
さ
い
。
新
に
こ
に

こ
サ
ー
ビ
ス
は
利
便
性
に
課
題

が
あ
り
、
バ
ス
運
行
も
限
定
的

な
た
め
、
当
助
成
の
需
要
は
高

い
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
抜
本

問　

一
宮
小
学
校
の
保
護
者
参

加
行
事
で
は
、
土
日
は
役
場
の

駐
車
場
が
利
用
で
き
る
が
、
平

日
は
駐
車
場
所
の
確
保
が
難
し

く
、
特
に
遠
方
の
保
護
者
に
と

っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

町
と
し
て
現
状
を
把
握
し
、

適
切
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

的
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

福
祉
健
康
課
長　

今
年
４
月
か

ら
対
象
を
80
歳
以
上
で
自
動
車

運
転
免
許
証
の
な
い
方
に
も
拡

大
す
る
。

　

今
後
も
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
町
で
健
康
で
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
の
対
象
年
齢
や
助
成

額
の
見
直
し
、
新
に
こ
に
こ

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な
ど
利
便
性

向
上
に
向
け
、
総
合
的
に
検
討

を
す
る
。

教
育
課
長　

今
後
、
小
規
模
な

行
事
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部

開
放
や
周
辺
土
地
の
活
用
を
検

討
す
る
が
、
大
規
模
行
事
で
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
車
で
の
来

校
は
遠
慮
い
た
だ
き
た
い
。

高
齢
者
向
け
福
祉
タ
ク
シ
ー

運
賃
助
成
の
見
直
し
を

一
宮
小
学
校
の
駐
車
場
所
確
保
を

答 

利
便
性
向
上
に
向
け
て
総
合
的
に
検
討

答 

小
規
模
行
事
の
駐
車
場
所
確
保
を
検
討
す
る

宇
佐
美　

信
幸 

議
員

問　

町
民
が
安
心
の
防
災
対
策

を
求
め
、
次
の
点
を
伺
う
。

①　

10
ｍ
の
津
波
で
町
民
が
何

人
一
時
避
難
を
し
、
各
避
難
場

所
に
何
人
避
難
す
る
計
画
か
。

②　

町
に
は
独
自
の
タ
ワ
ー
や

築
山
が
な
い
が
、
そ
の
訳
は
。

③　

町
の
指
定
避
難
所
は
災
害

特
別
指
定
区
域
や
津
波
被
災
区

域
に
あ
っ
た
り
、
空
調
設
備
が

整
っ
て
お
ら
ず
、
２
次
災
害
が

想
定
さ
れ
る
。
避
難
所
も
考
慮

し
た
公
共
施
設
建
設
の
計
画
を

急
が
な
く
て
良
い
の
か
。

④　

避
難
所
で
の
女
性
や
幼
児
、

身
障
者
な
ど
弱
者
へ
の
具
体
的

な
対
応
策
は
。

⑤　

避
難
所
で
テ
ン
ト
活
用
の

自
治
体
が
あ
る
。
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
な
対
策
で
町
民
が
用
意

を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

キ
ャ
ン
プ
等
を
取
り
入
れ
た
防

災
訓
練
等
の
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

⑥　

現
政
権
で
は
「
防
災
庁
」

を
設
置
し
、
防
災
強
化
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
。
町
は
こ

の
動
き
に
合
わ
せ
た
施
策
の
考

え
は
あ
る
か
。

⑦　

睦
沢
町
の
よ
う
に
防
災
室

を
設
け
専
門
家
を
採
用
す
る
考

え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
町
の
防

災
係
に
防
災
士
資
格
所
有
者
・

女
性
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
い
る
か
。

⑧　

現
庁
舎
は
津
波
到
達
地
域

で
、
津
波
発
生
時
に
使
用
で
き

な
い
想
定
が
必
要
だ
が
、災
害
対

策
本
部
設
置
は
ど
う
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

①　

津
波
発
生
時
は
、
安
全
な

高
台
等
へ
速
や
か
に
避
難
し
、

身
の
安
全
の
確
保
を
し
て
い
た

だ
く
。
そ
の
後
、
自
宅
に
戻
れ

な
い
方
な
ど
が
避
難
所
に
来
る

こ
と
に
な
る
。
町
の
避
難
所
は

３
千
名
弱
の
収
容
が
可
能
と
考

え
て
い
る
。
避
難
場
所
は
、
各

個
人
で
判
断
し
、
最
善
を
つ
く

し
て
い
た
だ
く
の
で
、
ど
こ
に

何
人
と
い
う
計
画
は
な
い
。

②　

現
在
の
指
定
緊
急
避
難
場

所
の
配
置
状
況
や
様
々
な
環
境

を
考
え
、
建
設
に
至
っ
て
い
な

い
。

③　

Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
は
、
裏

山
の
掘
削
で
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
の
解
除
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト

イ
レ
等
の
用
意
を
進
め
て
お
り
、

空
調
設
備
の
整
備
も
検
討
し
て

い
る
。
公
共
施
設
建
設
計
画
が

進
む
ま
で
は
、
既
存
の
施
設
等

で
対
応
す
る
。

④　

今
年
度
、
液
体
ミ
ル
ク
や

お
む
つ
を
準
備
し
た
。
国
の
交

付
金
を
活
用
し
簡
易
ベ
ッ
ド
や

ト
イ
レ
の
整
備
も
計
画
し
て
い

る
。

⑤　

避
難
所
内
で
使
用
す
る
テ

ン
ト
の
購
入
は
計
画
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
を
取
り
入
れ
た
防
災

訓
練
等
は
計
画
し
て
い
な
い
。

⑥　

国
の
新
た
な
交
付
金
制
度

の
活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

⑦　

防
災
室
は
検
討
し
て
い
な

い
。
防
災
士
の
有
資
格
者
は
１

名
い
る
。
防
災
係
に
は
、
女
性

は
い
な
い
が
、
災
害
時
に
は
役

場
全
体
で
対
応
す
る
。

⑧　

Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
に
拠
点

を
移
す
な
ど
、
状
況
に
応
じ
対

応
す
る
。

※
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

・
物
価
対
策
で
ゴ
ミ
袋
無
償
配

布
を
求
む

・
町
の
財
政
状
況
は

・
町
民
を
守
る
町
政
を
求
む

・
一
宮
町
の
魅
力
発
表
会
と
は

・
公
民
館
建
設
関
連
委
託
事
業

に
つ
い
て

答 避難所の改善に努める

減災が基本で安全安心か
大
橋　

照
雄 
議
員

※自動ラップ式トイレ
　水を使わず、臭い漏れなく、
排出物を密封するトイレ
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答 戦争の歴史を後世に伝えたい

節目の今年、

平和のアピールを

一 般 質 問一 般 質 問

答 委託業者と十分な情報共有

学童保育の支援体制は十分か
袴
田　
　

忍 

議
員

問　

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
が
折
り
返

し
地
点
を
過
ぎ
、
後
半
２
年
に

な
っ
た
。
３
点
を
伺
う
。

①　

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
２
年

で
出
来
る
の
か
。
進
捗
を
伺
う
。

②　

町
の
力
の
源
と
し
て
農
業

の
振
興
を
掲
げ
て
い
る
が
、
振

興
策
の
理
念
と
具
体
策
を
伺
う
。

③　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
中
で
、
高
齢
者
の
移
動

手
段
確
保
の
課
題
が
あ
る
が
、

郡
内
各
町
村
の
取
り
組
み
と
当

町
の
特
徴
、
改
善
方
向
を
伺
う
。

問　

全
国
的
に
見
て
、
年
々
増

え
て
い
る
不
登
校
で
あ
る
が
、

我
が
町
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

ま
た
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
伺
う
。

教
育
課
長　

令
和
７
年
１
月
時

点
で
33
人
。
前
年
度
に
比
べ
４

人
減
少
し
て
い
る
。
児
童
数
に

対
す
る
割
合
は
東
浪
見
小
学
校

１
・
36
％
、
一
宮
小
学
校
１
・

85
％
、
一
宮
中
学
校
６
・
04
％

と
な
っ
て
お
り
、
各
校
と
も
令

和
５
年
度
の
全
国
平
均
と
比
較

し
て
ほ
ぼ
同
じ
水
準
と
な
っ
て

い
る
。

　

支
援
策
は
、
教
職
員
の
家
庭

訪
問
や
電
話
連
絡
、
生
徒
指
導

部
会
で
の
対
応
策
検
討
、
適
応

指
導
教
室
の
設
置
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
の
教
育
相
談
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
対
話
が
あ
り
、
継
続
的
に
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た

な
取
組
み
と
し
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
ケ
ー
ス
会
議
の
実

施
、
町
内
外
の
適
応
指
導
教
室

や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
、

中
学
生
を
対
象
と
し
た
県
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
配
信
を
活
用
し

た
学
習
機
会
の
確
保
な
ど
が
あ

る
。

都
市
環
境
課
長　

①　

現
在
、
町
の
見
直
し
方
針

を
県
と
協
議
中
で
あ
り
、
今
後

も
、
立
地
適
正
化
計
画
な
ど
の

新
た
な
要
件
を
踏
ま
え
、
見
直

し
業
務
を
進
め
て
い
く
。

産
業
観
光
課
長

②　

現
在
、
生
産
性
の
向
上
を

目
的
と
し
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
柱
と
し
た
地
域
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
次
世

代
担
い
手
確
保
の
た
め
、
長
生

農
業
独
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

用
や
町
の
移
住
定
住
施
策
な
ど

の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

更
に
、
国
の
交
付
金
制
度
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
、
有
機
農
業

の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
祉
健
康
課
長

③　

各
町
村
と
も
独
自
の
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
当
町
で
は
、
65
歳
以
上

の
方
を
町
内
全
域
に
移
送
す
る

新
に
こ
に
こ
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
で
は
新
年

度
か
ら
80
歳
以
上
で
自
動
車
運

転
免
許
証
の
な
い
方
に
も
対
象

を
広
げ
る
。

　

今
後
も
高
齢
者
の
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
に
向

け
、
総
合
的
な
検
討
を
進
め
て

い
く
。

問　

今
年
は
終
戦
80
周
年
の
節

目
の
年
で
あ
る
。
昨
年
、
日
本

原
水
爆
禁
被
害
者
団
体
協
議
会

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
、

３
月
３
日
か
ら
国
連
で
第
３
回

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議

が
開
か
れ
た
。
一
方
、
一
部
核

保
有
国
は
核
使
用
で
威
嚇
し
、

ま
た
は
「
核
抑
止
力
」
の
名
の

も
と
に
核
軍
拡
競
争
に
動
い
て

い
る
。

　

我
が
町
は
、
「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
の
町
と
し
て
、
節
目

の
今
年
、
町
内
外
に
平
和
の
ア

ピ
ー
ル
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長　

町
で
は
毎
年
、
広

島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
時
刻
、
そ
し
て
終
戦
の
記
念

式
典
に
あ
わ
せ
、
町
民
に
黙
と

う
を
呼
び
か
け
て
き
た
。
上
総

一
ノ
宮
駅
東
口
に
「
非
核
平
和

宣
言
の
町
」
看
板
も
掲
げ
て

い
る
。
教
育
課
で
は
、
新
年

度
、
戦
争
遺
跡
調
査
を
も
と
に
、

町
の
戦
争
の
歴
史
叢
書(

そ
う

し
ょ)

を
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。

問　

学
童
保
育
は
民
間
業
者
に

委
託
さ
れ
、
９
ヶ
月
が
経
過
し

た
。
年
々
利
用
者
が
増
加
し
て

い
る
が
、
町
の
支
援
体
制
は
十

分
か
伺
う
。

①　

町
は
支
援
指
導
内
容
を
十

分
把
握
し
て
い
る
か
。

②　

子
ど
も
達
の
「
生
活
・
遊

び
の
場
」
は
現
状
の
状
況
で
適

切
か
。

③　

職
員
の
数
は
足
り
て
い
る

か
。

子
育
て
支
援
課
長　

①　

他
町
村
で
も
実
績
の
あ
る

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
運
営
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
場
に
総
括
管
理

責
任
者
を
配
置
し
、
町
と
の
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
保
育

内
容
は
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
、

体
験
教
室
等
も
実
施
し
て
い
る
。

②　

教
室
の
広
さ
は
、
厚
生
労

働
省
の
基
準
を
上
回
っ
て
い
る
。

使
用
可
能
な
場
合
は
、
体
育
館

や
運
動
場
等
も
使
用
し
て
い
る
。

③　

子
ど
も
の
個
人
差
へ
も
配

慮
し
、
一
宮
と
東
浪
見
と
も
に

基
準
を
上
回
る
職
員
配
置
を
し

て
い
る
。

秌
場　

博
敏 
議
員

総
合
戦
略
進
捗
と
達
成
見
通
し
は

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
は

答 

改
善
方
向
を
検
討

答 

支
援
策
を
継
続
的
に
実
施

第2期一宮町
まち・ひと・しごと創生総合戦略

令和４年度～令和８年度

令和４年３月　一宮町
一宮町キャラクター

一宮いっちゃん こなみちゃん

第2期一宮町
まち・ひと・しごと創生総合戦略

第2期一宮町
まち・ひと・しごと創生総合戦略

第
2
期
一
宮
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

令
和
４
年
度
〜
令
和
８
年
度

令
和
４
年
３
月

　
　一
宮
町

第
2
期
一
宮
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

第
2
期
一
宮
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

一　宮　町

ご存知ですか
　議会は年４回 （3 月 ・6 月 ・9 月 ・12 月）開催される定例会と、急を要する特定の案件

を審議するための臨時会があります。

　開催日は、議会だよりに次回定例会の予定をお知らせしているほか、町ホームページや

議会開催日の３日前から、防災行政無線でもお知らせをしています。

　議会開催中は、どなたでも議会を傍聴することができます。また、インターネットで、議

会のライブ中継もご覧いただけます。
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春
本
番
を
迎
え
、
活
動
す
る
に
は
絶
好
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
一
宮
町
議
会
で
す
が
、
３
月
議
会
は

次
年
度
の
予
算
を
決
定
す
る
大
切
な
議
会
で
も

あ
り
ま
す
。
町
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
各
課
の

予
算
書
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
町
民
目
線
で

納
得
い
く
予
算
計
上
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
予

算
の
概
要
は
公
共
施
設
の
改
修
、
防
災
対
策
、

子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
、
社
会
保
障
関
係

費
の
増
加
が
主
因
と
な
っ
て
、
予
算
規
模
は
過

去
最
大
の
一
般
会
計
予
算
60
億
５
千
万
円
を
可

決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
誌
は
慎
重
審
議
さ
れ
る
議
会
内
容

の
報
告
を
町
民
の
皆
様
に
解
か
り
や
す
い
、
読

み
や
す
い
項
目
で
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

広
報
委
員
一
同
、
地
域
に
密
着
し
た
広
報
活

動
に
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です

袴
田　

忍　

記

こ
れ
か
ら
の一宮・こ
れ
か
ら
の
私

こ
れ
か
ら
の一宮・こ
れ
か
ら
の
私

山
やま

口
ぐち

　茂
しげ

樹
き

　さん

　

私
は
、
２
０
２
３
年
に
市
川
市
か

ら
一
宮
町
に
移
住
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
近
く
に
サ
ー
フ
ィ
ン
で
有
名
な

海
岸
が
あ
る
一
方
で
、
内
陸
に
は
田

畑
が
広
が
る
町
で
の
新
生
活
。

　

移
住
当
初
、
期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
優
し
い
地

域
の
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
不
安
も
す
ぐ
に
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
梨
で
農
業
を
始
め
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
就
農
地
を
探
し
て
い
る

中
で
、
一
宮
町
の
名
産
で
あ
る
「
な

が
い
き
梨
」
を
知
り
、
長
生
独
立
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
を
経
て
、
移

住
を
決
意
。

　

研
修
先
と
な
る
農
家
さ
ん
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
１
年
間
研
修
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
業
を
始

め
る
た
め
の
畑
も
何
と
か
決
ま
り
、

今
年
か
ら
梨
の
生
産
・
経
営
を
始
め

る
予
定
で
す
。

　

初
め
て
の
農
作
業
、
初
め
て
の
経

営
、
さ
ら
に
昨
年
に
は
第
一
子
も
生

ま
れ
、
初
め
て
だ
ら
け
で
慌
た
だ
し

く
、
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
そ
の
分
、

新
し
い
発
見
や
経
験
が
多
く
、
毎
日

を
新
鮮
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
梨
の
生
産
・
経
営
規
模
の

拡
大
を
目
標
と
し
、
新
規
で
農
業
を

始
め
た
い
方
々
が
一
宮
町
に
移
住
す

る
際
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
こ
と

で
、
産
地
維
持
を
含
め
地
域
貢
献
が

で
き
る
よ
う
な
人
物
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

表
　
彰

表
　
彰

　

３
月
４
日
の
議
会
定
例
会
に
て
、

一
宮
小
学
校
５
年
石い

し

田だ

海み

夏な
つ

さ
ん
の

功
績
を
称
え
、
一
宮
町
議
会
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

石
田
さ
ん
は
、
第
58
回
全
日
本

サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
Ｓ
Ｗ
キ
ッ

ズ
部
門
で
優
勝
と
、
大
変
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
、
当
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

石石
いしいし

田田
だだ

　　海海
みみ

夏夏
なつなつ

さん　・　小関議長さん　・　小関議長

梨の花（※４月頃に咲き、

春の訪れを告げる樹木の

一つです。）
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